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　日本キャップ協会会員企業の皆様、昨年６月の総
会で理事に就任いたしました三笠産業株式会社の林
田大地でございます。
　平素は格別のご高配を賜り、誠にありがとうござ
います。
　当社は大正元年（1912年）に奈良県で創業し、当時
は桐やヒノキを使用した樽用木工呑口を製造してお
りました。戦後、容器が樽からガラス瓶へと変革す
るにあたり、プラスチック製瓶栓の製造を開始した
ことをきっかけに、プラスチックキャップの製造・
販売に携ってまいりました。おかげさまで、来年
（2022年）４月に創業110周年を迎えようとするとこ
ろでございます。

　さて、私事ではございますが、令和２年（2020年）
４月１日より前任の林田壽昭に代わり、三笠産業株
式会社・代表取締役社長に就任いたしました。役員
体制も変更し、「新生三笠」としてスタートをきった
船出の年となったのですが、時を同じくして、新型
コロナウイルス感染症の流行が社会に大きな衝撃を
与えました。当社も、経済活動の変化に対応した需
給調整や従業員の感染対策に奔走し、コロナ禍での
操業の難しさを実感いたしました。
　昨年の新語・流行語大賞にノミネートされた「ニュ
ーノーマル」という言葉にあらわされるよう、私た
ちは新しいライフスタイルを求められるようになり
ました。しかしながら、プラスチックキャップをは
じめとした包装容器は、最終製品を安全にお客様に
お届けする大事な要として、従来と変わらず高い品
質と安定した供給が求められます。コロナ禍を経験
し、改めて我々の業界は人々の生活に直結している
ものであり、どんな時でも「食の安全・安心を図る」
責務を果たしていかなければならないと感じました。
当社も協会の一員としてその責務を全うし、社会に
貢献していきたいと考えております。
　このたびの日本キャップ協会理事拝命は、大変身
の引き締まる思いでございます。微力ながら皆様方
と共に業界及び加盟各社様の発展のため鋭意努力い
たす所存でございますので、ご指導ご支援のほど、
よろしくお願い申し上げます。
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　2020年６月12日に定時社員総会及び定時理事会が開催され、2019年度の事業報告・収支決算、2020年度の事業計画・
収支予算案が決議され承認可決されました。

１．2020年度　事業計画

　（1）事業計画概要
　　 　2020年度は世界的な新型コロナウイルスの影響を受けてスタートした年であり、長期化も含めて全く先が見
えない状況での船出となりました。

　　 　何れにしても我々が初めて経験する厳しい状況下にありますが、何としても乗り越えていかなければなりま
せん。

　　 　４月28日に延び延びとなっていた容器包装のポジティブリスト（PL）が告示され、６月１日にはPL制度が
施行されます。経過措置も含めて不完全な状態でスタートした制度ではありますが、この食品衛生法の改正に
伴い、当業界の体制も整えていかなければなりません。

　　 　更に、政府が進めているプラスチック資源循環戦略の活動として、７月１日から実施されるレジ袋の有料化
政策がありますが、これは第一弾にすぎず、次の政策も考えられているようです。政府のこの政策動向を注視
していきます。

　　 　その他、技術委員会を通して最新の技術情報等を提供して参ります。
　　 　更には、キャップ春秋の発行、ホームページを活用した情報の提供及び大崎フォレストビルディングのプラ
スチックキャップ回収窓口などの活動を行って参ります。

２．個別事業活動

２－１．ポジティブリスト（PL）制度化について

　　 　厚生労働省の施策に注視して、情報の伝達及び対応の検討を行って参ります。

　①　厚生労働省での今後のスケジュールについて
　　 　２月予定されていましたポジティブリストの告示が、４月28日になりました。
　　　　2020年４月28日　　ポジティブリストの告示
　　　　2020年６月１日　　PL制度の施行
　　　　2020年12月頃　　　パブリックコメント、WTO通報を行う予定
　　　　2020年度末　　　　ポジティブリストの告示の改正
　　 　この期間内に未確認物質の追加申請を行う必要があります。
　　 　施行日までに既に製造販売している容器包装に関しては、制度施行後に経過措置（５年）が与えられます。
　　　即ち、５年後にPL制度の完全施行となります。

　②　食品接触材料管理制度の推進に向けた運営主体について
　　 　食品接触材料管理制度の推進に向けた運営主体が本年度に設立される予定となっています。
　　 　この運営主体により食品接触材料関連のサポートがされることになりますので、対応を注視していきます。

　　【運営主体が担うべき事業内容、実施方法について】
　　 　対象範囲、登録申請の支援、製品の試験・検査・測定、証明・認証、海外対応、情報発信、教育指導、関係
機関との連携などを行う

　　【運営主体の目的】
　　• 「運営主体」は、食品接触材料関連のサプライチェーンにおける 現在の事業活動が、改正食品衛生法施行に

対応して円滑に継続できるよう、関係する企業および団体の束ね役を担い、政府機関との調整を行う。 
　　• また、政府機関と、企業および団体間の双方向の窓口機能を担い、官民連携して食品接触材料管理の円滑で

効率的な運用を推進する。

●2020年度定時社員総会及び定時理事会開催●
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２－２．プラスチック資源循環戦略について

　　 　昨年策定された「プラスチックの資源循環戦略」では、資源・廃棄物制約、海洋ごみ対策、地球温暖化対策
等の幅広い課題に対応しながら、プラスチックの資源循環を総合的に推進するための重点戦略の１つとして、
リデュース等の徹底を位置付けており、その取組の一環として「レジ袋有料化義務化（無料配布禁止等）」を
行い、消費者のライフスタイル変革を促すこととしています。2020年７月１日からの施行が決まっています。

　　 　しかし、これは第一弾であり、プラスチックの資源循環に関する次の施策も予定されているようです。この
動きを注視して、技術委員会で検討してまいります。

　　 　当業界としてもプラスチックの資源循環に関する可能な活動を検討し、進める必要があります。政府の如何
なる施策に対しても困ることのないように準備しておく必要があります。

２－３．見学会の開催　　　　

　　 　本年度の見学会は、10月21日（水）～22日（木）にニッカウヰスキー仙台工場宮城峡蒸溜所と一ノ蔵へ見学を
予定しています。→ コロナウィルスの感染拡大により中止となりました。

２－４． キャップ春秋の発行

　　 　2020年度における技術委員会での検討内容、見学会の内容、その他当協会の活動内容などを掲載します。

２－５． ホームページ（HP）を活用して情報の発信

　　 　役員等の変更、会員情報の変更から2020年度活動方針、キャップ春秋の掲載などを行います。
　　 　また、その他各種情報の掲載や当業界の価値のアピールなどを行います。

２－６． 大崎フォレストビルディングのプラスチックキャップ回収窓口

　　 　本年度は、大崎フォレストビルディングでの回収窓口を継続します。

３．2020年度 収支予算
前期繰越金 7,494,063円
当期収入合計 5,371,000円
当期支出合計 5,672,000円
次期繰越金 7,193,063円

４．2020年度 役員

会　長 中嶋　寿
日本クロージャー株式会社　代表取締役社長

副会長 保木本　亘
株式会社ＣＳＩジャパン　代表取締役社長

理　事 野部　浩
株式会社寶冠　代表取締役社長

理　事 久　義裕
久金属工業株式会社　代表取締役社長

理　事 西川　政和
東京王冠株式会社　代表取締役社長

理　事 山村　昇
日本山村硝子株式会社　執行役員プラスチックカンパニー社長

理　事 林田　大地
三笠産業株式会社　代表取締役社長

監　事 谷口　真一
日本クロージャー株式会社　取締役常務執行役員

●2020年度定時社員総会及び定時理事会開催● 3



技術委員会開催報告技術委員会開催報告技術委員会開催報告
2020年度日本キャップ協会技術委員会の主要テーマ
　　　　　　①食品用容器包装のポジティブリスト 制度について
　　　　　　②プラスチック資源循環戦略について
　　　　　　③容器包装に関する情報収集
　　　　　　④その他（随時の課題・情報交換等）

●第１回技術委員会：５月
　・ポジティブリスト制度の具体的な仕組みについて
　　①厚生労働省での活動経緯
　　②各種委員会での検討内容概要
　・プラスチック資源循環戦略について
　　①容器包装リサイクル法の省令改正

●第２回技術委員会：７月
　・食品接触材料安全センターの設立について
　　① 食品接触材料管理制度推進に向けた準備委員会

設立
　　②運営主体が担うべき事業内容と実施方法
　・プラスチック資源循環戦略について
　　①資源循環ワーキンググループ合同会議の概要
　　②プラスチックの資源循環を巡る国内外の状況

●第３回技術委員会：９月
　・プラスチック資源循環戦略について
　　① 今後のプラスチック資源循環戦略施策の基本的

方向性
　　②リデュースの徹底
　　③効果的、効率的で持続可能なリサイクル
　　④ 再生素材やバイオプラスチック等代替素材の利

用促進

●第４回技術委員会：11月
　・プラスチック資源循環戦略について
　　① プラスチック資源循環施策の基本的方向性を踏

まえた主な施策について

●第５回技術委員会：１月
　・日本アルミニウム協会　LCAデータ更新について
　　①アルミ缶委員会の活動内容
　　②オープンループリサイクルの調査
　・プラスチック資源循環戦略について
　　① 今後のプラスチック資源循環施策のあり方につ

いて
　　②今後の予定
　・バイオプラスチックについて

●第６回技術委員会：３月予定

技術委員会委員（五十音順）
内山工業株式会社
 （執）コルク＆ＦＰＭ事業部長 澤　　達也

大和製罐株式会社
 品質保証部 環境課長 鈴木　久志
株式会社中川商店
 代表取締役会長 中川　英雄
日本山村硝子株式会社
　プラスチックカンパニー
 生産技術部 課長 川村　伸生
久金属工業株式会社
 （理）滋賀工場 工場長 川島　秀弘
三笠産業株式会社
 製品開発部顧問 森　　淳生

技術委員長
株式会社ＣＳＩジャパン
 （常執）開発本部長 毛利　彰宏
東京王冠株式会社
 取締役牛久工場長 土屋　　薫
日本クロージャー株式会社
 製品開発部 課長 橋本　勝巳
野田クラウン工業株式会社
 代表取締役社長 杉崎　眞弥

株式会社　寳　冠
 営業部 野部　浩一
ユニバーサル製缶株式会社
 経営戦略部 担当部長 小崎　直樹
日本キャップ協会事務局
 事務局長 中村　幸弓
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将来展望とキャップの役割
̶̶人々に優しい容器包装へ期待̶̶

㈱ビバリッジ ジャパン社

ビバリッジ ジャパン　編集発行人：埴　義彦

　2020年から続くコロナ禍は，市民生活を大

きく変えてしまった。消費者は行動が制限さ

れ，生活様式と志向と嗜好の変化を余儀なく

させられている。産業界にとって2020年は突

然の災禍と社会の混乱への対応，情勢分析に

追われた１年だっただろう。当然，飲料産業

も大きく影響を受け，近年にはない７％以上

の販売減を記録した。

　2021年はコロナ禍の動向が見通せないなか手探りで進む１年だ。いい換えれば，これまでの情勢分析と構

築した仮説を実行し，その結果を検証する１年といえよう。なかでも最重要課題は，コロナ禍で企業の事業

存続だ。それほどまでに本災禍の影響は広範かつ深刻だ。

　しかし本稿ではコロナ禍から距離をおき，筆者が考えるキャップを含めた容器包装に求められる課題を３

つの視点から提示したい。

●容器包装に求められる課題

１）　環境対応

　コロナ禍の有無にかかわらず，環境対応は容器包装全体の重要課題だ。容器包装の機能とは，消費の瞬

間まで内容物を保護することにある。これは賞味・消費期限の長短にかかわらず，天の恵みである食材（農

産物，畜産物，海産物等）を無駄なく使い切ることに寄与する。

　図１は農林水産省が公表した令和元年度食料・農業・農村白書に掲載された2050年における地域別主要

４作物の需給状況の見通しである。また農林水産政策研究所が2020年３月に公表した世界の食料需給の動

向と中長期的な見通しによれば，2029年の見通しは，アジア・アフリカ等の総人口の継続的な増加や所得

水準の向上等で食用・飼料用需要の増加が続く一方で，穀物等の収穫面積の伸びがほぼ横ばいのなか生産

量は主に単収の上昇によって増加する，とされている。

日本キャップ協会寄稿
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日本キャップ協会寄稿

　さらに同白書では，農産物の生産において気候変動等の不安定要素が存在する，としている。確かに世

界では気候変動の影響が懸念・議論されている。また今回の災禍のような未知の疾病の襲来，政変や紛争

など，未来は全く予想がつかない。それだけに，人類は食品を限りある資源として最大限に活用する必要

がある。この点で容器包装が果たす役割はきわめて重大だ。近年喧伝されているプラスチック問題だけが

環境対応ではなく，食料の有効活用も容器包装に課された環境対応である。

　　▲図１：2050年における地域別主要４作物の需給状況の見通し（資料：農林水産省）
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2）　高齢化社会

　容器包装産業と消費者向け製品メーカーは，2030年までに環境課題へ対応するべく様々な宣言をしてい

るが，喫緊の課題はそれだけではない。図２は国立社会保障・人口問題研究所が公表した2030年における

日本の人口ピラミッドだ。これによると高齢者数（65歳以上，死亡中位，以下同）は3,716万人で，総人

口に占める構成比が31.2％となる。また2050年に3,840.6万人に増加し，構成比は37.7％に達する。現在で

も10人に３人が65歳の社会だが，今後は10人に４人へと増加するのだ。高齢化が進行するなかで，いまの

容器包装が適しているといえるだろうか？

　　▲図２：2030年における人口ピラミッド（資料：国立社会保障・人口問題研究所）
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3）　バリアフリー

　図３は内閣府の障害者白書（令和２年版）で公表された年齢階層別身体障害者数の推移だ。2016年にお

ける在宅の身体障害者数は428万７千人となっている。日本の人口を1.2億人とすれば，約3.57％を占める

ことになる。障害者に配慮した社会とは，すなわちバリアフリー社会だ。

　この観点で見ると，多くの産業では障害者に配慮した製品作りをしていないか，または対価として別の

費用負担を求めている。社会インフラである交通機関ではバリアフリー化が進められているが，飲料製品

や食料品におけるバリアフリー化はきわめて希有といえよう。バリアフリーへの対応検討は，高齢化社会

への対応検討とも連動する。社会的な関心が働き方改革，LGBT，ダイバーシティなど多様化へと向かう

なか，消費者製品にも多様性を考慮に入れた開発が必要だ。特に容器包装に求められていることはいうま

でもない。

　　図３：年齢階層別身体障害者数の推移（資料：内閣府）
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●課題解決へのアプローチと挑戦
　これまで示した３課題に対して，キャップ業界は見て見ぬふりであろうか？　否，すでに課題に対して

挑戦し解決策を提示した事例がある。

　たとえばドレッシングや調味料向けでは，ヒンジキャップやスクリューキャップの使い勝手を大幅に高

める改良と工夫がなされている。中栓を一体化してワンアクション・オープンにしたヒンジキャップやス

クリューキャップが好例だ。注意すべき点は，すべての課題が一挙に解決することはないが，工夫と提案

の積み重ねが一つ一つの課題解決のヒントとなり，原動力になるということだ。

　一方で清涼飲料向けのキャップでは，もはや単体で課題解決できない。極限までコスト削減に邁進した

結果，コストに優る機能性は求められず，また受け入れられない。プラスチック資源の使用量削減を目的

にしたボディーの軽量化は，容器全体として使い勝手を著しく悪化させる。たとえば飲料用PETボトル

ではボディーの軽量化が進んだ結果，キャップが開けづらくなったという声が聞こえる。開栓性（使い勝

手）は，開栓トルクや開栓角度だけではなく容器全体で評価されるからだ。だからキャップとボディーを

一体として開発・改良しなければ，本稿で提示したような課題の解決は難しいだろう。キャップやボディー

の個別最適・個別進化から，容器全体での進化が求められる。キャップとボディーが譲り合い，あるいは

主導権争いをしているようでは進化は望めない。

●容器包装の進化の鍵はキャップが握る
　キャップ単体では容器は完成しないが，キャップなくして容器が完成することもない。キャップは容器

を構成する“部品”であるが要求事項はきわめて多岐にわたっており，密封・保存性と易開封性がまず挙

げられる。また人々は外観で製品を選択するから，キャップには外観の美粧性と意匠性も求められる。

　そのうえキャップは人の手が直接触れるものであり，その官能評価しだいで製品が評価されるといって

よい。優れた内容物でもキャップの使い勝手が悪ければ，製品は消費者の支持を得られない。飲料産業で

PETボトルが一斉を風靡した理由は，キャップによって飲み口が露出しないことが理由の一つで，軽量

で割れず持ち運びが便利という視点だけでは不充分だ。このようにキャップには，機能性と意匠性の両立

というきわめて高度で繊細な性能が要求される。

　現代は多くの容器がキャップなくしては成立しない時代で，キャップが装着されない容器の未来は暗黒

といってよい。それだけにキャップが見つめる未来とは，ヒトへの優しさだ。できるだけ多くのヒト，理

想は誰にでも使える，というバリアフリーの達成は困難を極めることに疑いはない。それでもなお，この

困難を克服すべく開発を続け，市民に寄り添い続けることで，命と生活を支えていることを体感し体現し

ていくと期待している。

　地球を救って隣人が不幸になるなら，地球を救わず隣人を救うべきだ。われわれはヒトであり，産業は

ヒトのために仕事をしているのだから。
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協会への問い合わせと回答について

　当協会には、メーカーや一般の消費者の方をはじめ、雑誌等の取材など、毎年多数の質問や要望が寄せら
れます。今回はその中から昨年の夏、中学生のお子さんを持つ親御さんから頂いたご質問とそれに対する回
答を紹介させて頂きます。

質問内容　
　中学生の息子がジャムの瓶についているツイストオフキャップの仕組みに興味を持ち、自由研究に取り組
みたいと申しております。ある時、息子が瓶の少し上から、キャップを落とすように乗せると、スルッとキ
ャップが回って閉まる動きに驚きました。一瞬、反対側に回りかけて勢いをつけるような動きでした。
　瓶の溝とキャップの溝は従来のスクリューキャップとは全く異なるもので、何故閉まり、しかも、閉める
ための回転が少ないところに驚いています。歴史や原理を調べたり、実験もしていけたら、と思うのですが、
そちら様で何か資料や教えて頂くことは可能でしょうか？

回答内容
<　ツイストオフキャップの歴史と特徴　>
　ツイストオフキャップは約80年前に米国のホワイト兄弟がガラス容器にバキュームシールできるキャップ
として考案されたのが始まりで、その後米国コンチネンタルキャン社（現アムコール社）のツイストオフキ
ャップ部門となり広く使用されることになりました。

　ツイストオフキャップはスチール（ブリキ）を素材とし、複数のラグ（ねじの役割）と呼ばれる内側に突
き出た部分があり、これが瓶の同じ数のねじ（短い長さの突起部分）と噛み合うため、少しの回転角度で密
封材が瓶口に食い込み密封性が保たれるようになっています。密封性が優れていることとねじの見えないス
マートな外観が特徴で、クイックオープン性に優れた各種佃煮類、ジャム、ケチャップなどの瓶詰め食品向
けに広く一般に使用されているキャップです。開栓時にキャップ中央のセーフティボタンが跳ね上がる
※TE性をもたせたタイプもあります。

【用語解説】
フルート： キャップの側面に凹凸部分（フルート形状）を付加することより、耐衝撃性能と開栓時のグリ

ップ性を向上させました。
ボタン： ボタンを付加することで、※TE性を持たせました。パッケージの開栓前のボタンが凹形状であ

れば内部の減圧があることを示します。開栓によって減圧が切れボタンが凸状に変化すればボタ
ン機能の正常性をそれ自身で証明することになり、さらにボタンが凹から凸に変化する際にポン
と音がするので、音によっても中味の安全性が確認できるようになっています。

バキュームシール： ツイストオフキャップの密封機能で瓶に熱い内容物を充填し、蓋を閉める。内容物が
冷めると中の空気も冷め、空気の体積が小さくなる。体積が小さくなると瓶内に引っ
張る力が発生し（バキューム）その力を利用しキャップを瓶口に締め付け密封を保持
している。ボタンもこの引く力を利用してキャップを開ける前はボタンが凹み、キャ
ップを開けるとボタンが凸になる仕掛けになっています。

（※TE性：一度開けられたキャップであることがわかる機能）

協会への問い合わせと回答について
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<　ご子息様が興味をひかれた点について　>

　瓶の溝とキャップの溝は従来のスクリューキャップとは全く異なるもので、何故閉まり、しかも、閉める
ための回転が少ないところに驚いています。

⇒ 　ツイストオフキャップと瓶の間には、多条ねじと呼ばれる、少々特殊なねじが切られています。ねじ構
造のキャップです。
　　まず、ねじの基本的な仕組みについて解説します。
　　ねじの山と山の間の距離のことを、「ピッチ」と呼びます。

協会への問い合わせと回答について 11



協会への問い合わせと回答について

　ねじが一回転すると進む距離のことを「リード」と呼びます。

　ねじは、棒に糸を巻いたようなものなので、イメージとしては、以下の画像のようになります。

図Cの場合、ねじが一回転すると＊から＊までねじが進みます。
すなわち、ピッチ＝リードです。
一般のねじのほとんどは図Cのようなねじで、１条ねじと呼びます。

では、次の画像のようなねじはどうでしょうか。

　図Dは、図Cと全く同じ間隔（ピッチ）ですが、一本糸が増えています。図Dの場合、一回転するとね
じが＊から＊まで進み、図Cの２倍の距離進みます。
　独立したねじ山が二つあるねじ、これが２条ねじで、二つ切り込ませてあるので、一回転でねじの間隔
（ピッチ）の２倍進みます。
　リードはピッチの２倍となります。リード＝ピッチ×２です。
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　図Eでは３本切り込ませてあるので、３条ねじ、リード＝ピッチ×３です。

　この切り込ませる本数が増えればそれだけ一回転に進む距離であるリードが大きくなります。
このような、３条ねじ以上のねじのことを多条ねじと呼びます。切り込まれるねじ（上記画像で言うと糸）
の数を「条数」と呼びます。
　条数＝リード÷ピッチ となります。

　多条ねじは少ない回転でより多くの距離を進むことにより、少ない回転でねじを脱着できるのが特徴で
す。従って少ない回転で素早く脱着できるねじキャップが実現できます。
　ツイストオフキャップと瓶には、上記３条ねじのイラストにもう１本巻く糸を増やした、４条ねじが切
られています。（４条ねじが一般的）
　４条ねじの場合は円周360°を４で割った90°ずつ切り分けます。４箇所ねじが成形されています。ツ
イストオフキャップの場合４半回転弱で開きます。
　ちなみに飲料PETボトルのキャップは１条ねじなので1.8回転させないと脱着できません。

　瓶の少し上から、キャップを落とすように乗せると、スルッとキャップが回って閉まる動きに驚きました。
一瞬、反対側に回りかけて勢いをつけるような動きでした。

⇒ 　多条ねじは、 ピッチよりもリードのほうが大きいため、「リード角」や「傾斜角」と呼ばれる切られ
たねじの傾斜している角度が、通常の１条ねじよりも大きくなります。上記図のCからEで、棒に巻き
付けられた糸の、棒に対する斜めになった角度がねじのリード角になります。ねじの斜めの角度がきつ
いため、キャップのねじ（ラグ）が瓶のねじに掛かると、傾斜に沿って動き出したのでしょう。

（日本クロージャー株式会社製品開発部　佐藤様にご回答いだたきました。）

　いかがでしたでしょうか？私は、中学生のお子さんがキャップの細かな点に良く気づき、興味を持って
くれたものだな、と感心してしまいました。
　協会では、今後も可能な限り、様々なご質問やご要望に対し、真摯にお応えしてまいります。

協会への問い合わせと回答について 13



NEWS NEWS会員ニュース

１．久金属工業株式会社の建造物が国登録有形文化財に登録されました。
登録有形文化財は、都市開発などで消滅が危ぶまれる近代建造物を守るため、1996年に設けられた文化財登録
制度に基づいて登録されます。築後50年以上がたち、且つ、「歴史的景観に寄与している」、「造形の規範になっ
ている」、「再現が容易でない」の三つの条件のうち、いずれかに当てはまることが選考基準とされています。

旧社長室（昭和12年築）

正門と本社事務所棟（昭和12年築）
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NEWS NEWS会員ニュース

技術室（昭和９年築）

旧第一工場（昭和９年築）

今回の登録基準は、「国土の歴史的景観に寄与しているもの」として、大阪市西成区にある９つの建造物が
登録されています。
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NEWS NEWS会員ニュース

２．ユニバーサル製缶株式会社　入会

３．JCA理事、技術委員の変更及び新規技術委員のお知らせ

　2020年６月12日の第12回定時社員総会にて、ユニバーサル製缶株式会社が正会員となりました。

ユニバーサル製缶株式会社の会社概要は、下記の通りです。
　住　　所　東京都文京区後楽１－４－25　日教販ビル
　資  本  金　80億円（出資比率：三菱マテリアル株式会社80％、ホッカンホールディングス株式会社20％）
　従業員数　約900名
　生産拠点　結城工場、群馬工場、富士小山工場、岐阜工場、滋賀工場、岡山工場
　事業内容　アルミ缶の製造、研究開発及び販売

・三笠産業株式会社  JCA会員代表 ・ 理事　
     代表取締役社長  林田　大地　様

・日本山村硝子株式会社  JCA技術委員
 プラスチックカンパニー　生産技術部　課長  川村　伸生　様

・ユニバーサル製缶株式会社 JCA技術委員
     経営戦略部　担当部長 小崎　直樹　様
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NEWS NEWS会員ニュース

ECOECOECOECOECOECOECOECOECOECOECOECOトピックス
●第5回ドリンク　ジャパン

●オープンイノベーションパビリオン

2020年11月25日～27日まで幕張メッセで第５回ドリ
ンク　ジャパンが開催されました。
ドリンク　ジャパンは、日本唯一かつ最大の「飲料・
酒類・液状食品」の開発・製造・技術に特化した商談
展です。主催者の発表によると、他の３つの同時開催
展との合計で、19,953人の来場者となった模様です。
また、セミナーは４展３日間合計で9,782人の受講者
を集め、ユニバーサル製缶株式会社の猪俣　学氏（執
行役員　技術開発部　部長）が「持続可能な社会にお
けるアルミ缶容器の役割」をテーマに講演されました。
第６回ドリンク　ジャパンは、2021年10月13日～15
日まで幕張メッセで開催する予定です。

2020年12月９日～11日まで東京ビッグサイトにてオー
プンイノベーションパビリオンが初開催されました。
日本国内におけるオープンイノベーションの認知は
増加してきてはいるものの、主催者側の情報では、研
究開発費上位1,000社でオープンイノベーションを実施
しているのは４割程度しかなく、更に、自社内で新た
な技術を作り出せたとしても事業化されずに眠ってい
る技術が62％も存在し、77%の企業で知財のライセンス
付与やスピンオフなど技術の活用を模索すらされてい
ないのが現状だそうです。
開催期間中は、産学官連携・オープンイノベーショ

ン支援サービスや産学連携オンラインマッチングEXPO
についての紹介ブースなどもあり、今後オープンイノ
ベーションを実施していくための課題解決の場として、
新たな可能性を感じさせる展示会でした。
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技術委員就任のご挨拶
日本山村硝子株式会社
プラスチックカンパニー　生産技術部　課長　川村　伸生
　この度、前任の城田の異動により技術委員に就任致しました、日本山村硝子
（株）の川村と申します。どうぞ宜しくお願い申し上げます。
　私は1973年生まれで、1997年の入社よりプラスチック一筋で24年となります。
　入社当初は、工場にて飲料・食調用ペットボトルの生産を担当し、技術部に
異動後は製品開発・設備導入・ライン建設等を行ってまいりました。現在は主
として、飲料用キャップの開発に従事しております。
　勤務地は関西の兵庫県となります。関西生まれの関西育ちで、当然のように
阪神ファンとなりました。本拠地の甲子園は近いのですがコロナ禍での自粛も
あり、応援はテレビで、野球は週末に子供と楽しんでおります。私事ですが昨
年に第三子が生まれたこともあり、ワークライフバランスを意識して週末は家事育児に奮闘の日々を過ごして
おります。
　昨年は、世界中が新型コロナウイルス感染症の影響を受けました。海外ではワクチンの接種が始まったもの
の、国内では未だ収束の見通しが立たず、再度緊急事態宣言が発出される状況が続いています。対応の長期化
により、「ウィズ／アフターコロナ」や「ニューノーマル」といった言葉に象徴されるように、価値観や生活
行動様式に変化が生まれ、今後も継続することが想定されています。例えば、テレワークや外出機会減少によ
る飲食シーンの変化、感染対策による安全衛生や健康意識の向上等が想定されます。
　また、コロナ前より「プラスチック資源循環戦略」や「海洋プラスチック問題」等が有り、プラスチック包
材製品は環境に配慮した、リサイクル・バイオマス・生分解性樹脂等への変革が求められています。
　技術委員として協会の皆様と、生活行動様式の変化・安全衛生の向上・環境に配慮した製品について議論さ
せて頂き、『キャップ』に新しい価値を生み出すことにより、協会の発展だけでなく持続可能な循環型社会に
少しでも貢献出来るように努めさせて頂く所存であります。
　日本キャップ協会並びに関連企業の皆様方、どうぞご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。

ユニバーサル製缶株式会社
経営戦略部　担当部長　小崎　直樹
　この度、新規に技術委員になりました小崎です。どうぞ宜しくお願い申し上
げます。
　私は1968年（昭和43年）生まれで1993年に入社し、研究所→工場→営業→マー
ケティングと様々な部署を経験して現在に至っております。
　弊社はアルミボトル用のキャップのみを製造しておりまして、アルミニウム
以外の素材については無知なので、技術委員会では色々と勉強をさせて頂いて
いる状況です。
　数回の技術委員会でとても勉強になったのはプラスチックはアルミニウムに
比べて様々な国の組織や企業や団体が効果的にアピール＆活動をされている事
を知り、アルミニウムも見習ってアピールしなければいけないと思っているこの頃です。　
　現在、私は協会の対応の仕事を中心にしております。キャップ協会の他に日本製缶協会、日本アルミニウム
協会、アルミ缶リサイクル協会、全国清涼飲料連合会など７つ程の団体の窓口をしております。通常の年始で
あれば、賀詞交歓会が連続で…と言ったところでしたが、新型コロナの影響で全てがキャンセルとなり、とて
も本当に静かな年明けとなりました。
　異例な年明けとなってしまいましたが、何とか新型コロナを皆で乗り切って年末までには本来の仕事が出来
るように祈っております。
　最後に、まだまだ力不足では御座いますが、技術委員として日本キャップ協会の皆様に迷惑を掛けないよう、
また協会の発展に少しでも寄与できるように努めさせて頂く所存でございます。諸先輩の方々のご指導ご鞭撻
の程、よろしくお願い申し上げます。
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表紙写真　
オリンピックシンボルと新国立競技場
 撮影：中村 幸弓
　東京都新宿区にある日本オリンピックミュージアムは、「みんなのオリンピックミュ
ージアム」をコンセプトに、2019年９月にオープンした日本のオリンピック・ムーブメ
ントの発信拠点です。その屋外モニュメントエリアには、オリンピックシンボルがあり、
東京オリンピック・パラリンピックのメイン会場となる新国立競技場を望むことが出来
ます。
　さて、そろそろ開催可否の判断時期が近づいてきておりますが、果たして・・・・？

第23号　編集後記

　今年度はコロナウィルスの感染拡大が収まらず、技術委員会はWEBによる開催となり、また、見学会や
JCA懇親ゴルフ大会等は中止となりました。私にとっての事務局１年目は、会員企業の皆様とのコミュニ
ケーションの機会を創出できず、歯痒い１年となりました。
　さて、今号では、見学会などの報告はできませんでしたが、二つの企画を掲載しました。
一つは、当業界と密接な関係にある飲料産業向けの月刊総合専門誌「ビバリッジジャパン」の編集発行人
である埴社長にお願いし、容器包装の課題とキャップの役割についてご寄稿頂きました。
二つ目は、当協会へ寄せられるご質問の中から、ツイストオフキャップに関する中学生の疑問を取り上げま
した。回答を通じて、その歴史と特徴について理解を深めて頂ければ幸いです。
常に生活の中にあり、身近な存在であるキャップ。小さいながらも、その役割は決して小さくないと思いま
す。
　末尾になりましたが、今回ご協力頂きました皆様には心より感謝申し上げます。 （事務局　中村）

事務局長就任挨拶

　昨年６月の定時理事会で事務局長に選任されました中村です。宜しくお願い致します。
　私は、1985年日本クラウンコルク株式会社（現在の日本クロージャー株式会社）に入社、
工場での研修後、35年ほど営業本部に所属し、販売やマーケティング、予算管理等の職
務を経験してまいりました。
事務局長就任にあたり、これまでの様々な経験を生かし、当協会の運営に役立てたいと
考えております。
　日本キャップ協会は、1981年（昭和56年）に金属キャップ協会として発足、1997年（平
成９年）に現在の日本キャップ協会に名称を変更し、本年（令和３年）４月１日に協会
設立40年目を迎えます。
これもひとえに、諸先輩をはじめとする多くの会員の皆様の日々の研鑽の賜物と実感しております。
　さて、協会が50周年という大きな節目を迎える10年後、容器包装業界を取り巻く環境は、どのような変
化を遂げているでしょうか。私たちは、柔軟に、そして的確に、変化に対応していかなければなりません。
当協会は、キャップがこれからも常に生活者と共にあり、社会のために進化し続けるよう、その一翼を担
ってまいりたいと考えています。
　今後とも変わらぬご支援ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

●
三井住友銀行

●区立三田
　図書館

港芝五郵便局
●　　　

蓮乗寺
●

三田３丁目

三田二丁目

札の辻

田町駅西口

桜田通り

都営三田線都営三田線

都営
浅草
線

都営
浅草
線

都営
浅草
線

第一
京浜

JR
田町
駅

三田
駅

日本キャップ協会

日本キャップ協会事務局ご案内

フェリス三田周辺

フェリス三田

所在地　〒108－0014　東京都港区芝５丁目29番22号
　　　　ライオンズマンション　フェリス三田204号
　　　　ＴＥＬ　03－5442－7721　　ＦＡＸ　03－5442－7759
交　通　ＪＲ田町駅下車　徒歩５分
　　　　都営地下鉄浅草線「三田」駅
　　　　ならびに都営地下鉄三田線「三田」駅より徒歩４分
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大日精化工業株式会社
〒103-8383
東京都中央区日本橋
馬喰町1-7-6
TEL　03-3662-7188

≪東海製造事業所

三菱アルミニウム株式会社
〒105-8546
東京都港区芝2-3-3
芝二丁目大門ビルディング
TEL　03-3769-0111

≪富士製作所

昭和電工株式会社
アルミニウム事業部門
〒105-8518
東京都港区芝大門1-13-9
TEL　03-5470-3546

日本トーカンパッケージ株式会社
〒141-0022
東京都品川区東五反田2-18-1
大崎フォレストビルディング16F
TEL　03-4514-2130

≪本社

JFEスチール株式会社
〒100-0011
東京都千代田区内幸町
2-2-3　日比谷国際ビル
TEL　03-3597-3974

≪スチール研究所

　　　　　　　　　　　　 一般社団法人
　日本キャップ協会　会員一覧賛助会員

五十音順

トーヨーケム株式会社
〒104-8379
東京都中央区京橋2-2-1　
京橋エドグラン
TEL　03-3272-0856

≪川越事業所

株式会社神戸製鋼所
鉄鋼アルミ事業部門
〒141-8688
東京都品川区北品川
5-9-12
TEL　03-5739-6441≪真岡製造所

一般財団法人食品環境検査協会
〒136-0082
東京都江東区新木場
2-10-3
TEL　03-3522-2338

≪東京事業所

東洋鋼鈑株式会社
〒141-0022
東京都品川区五反田2-18-1
大崎フォレストビルディング19F
TEL　03-4531-6850

≪下松工場

日本ポリエチレン株式会社
〒100-8251
東京都千代田区丸の内
1-1-1　パレスビル
TEL　03-6748-7198

≪四日市工場

日本ポリプロ株式会社
〒100-8251
東京都千代田区丸の内
1-1-1　パレスビル
TEL　03-6748-7190

≪本社

株式会社UACJ
〒100-0004
東京都千代田区大手町
1-7-2 東京サンケイビル
TEL　03-6202-3328

≪本社

DICグラフィックス株式会社
東京リキッドカラー第四営業部
〒103-8233
東京都中央区日本橋
3-7-20　ディーアイシービル
TEL　03-6733-5064

株式会社トーモク
関東営業部
〒339-0001
埼玉県さいたま市岩槻区
鹿室839-1
TEL　048-794-3111≪岩槻工場
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現代アートのコレクターズミュージアム 「WHAT」 撮影：中村 幸弓
　天王洲アイルは、品川区の臨海部に位置する再開発街区の通称で、街のあちらこちらでアートを感じら
れる小島です。昨年 12月、その天王洲アイルに新しい芸術文化発信施設「WHAT」がオープンしました。
「WHAT」は、文化庁及び観光庁を主体とした「文化観光推進法」に基づいた文化観光拠点施設として、
民間企業初の計画認定を受けています。
　周囲を気にせず、ゆったりとした気分でアートに触れられる日常が戻れば良いですね。


